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９ 月 定 例 会

・平成18年度鶴田町一般会計歳入歳出決算認定について
・平成18年度鶴田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認　
定について

・平成18年度鶴田町老人保健特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

・平成18年度鶴田町学校給食特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

・平成18年度鶴田町第１財産区特別会計歳入歳出決算認定
について

・平成18年度鶴田町第２財産区特別会計歳入歳出決算認定
について

・平成18年度鶴田町土地取得特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

・平成18年度鶴田町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

・平成19年度鶴田町一般会計補正予算（第２号）案
・平成19年度鶴田町病院事業会計補正予算（第１号）案
・平成19年度鶴田町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）案

・平成19年度鶴田町介護保険特別会計補正予算（第１号）
案

・政治倫理の確立のための鶴田町長の資産等の公開に関する
条例の一部を改正する条例案

・鶴田町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例案

・鶴田町ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例案

・つがる西北五広域連合規約の変更について
・株式会社鶴の里振興公社の経営状況について

議決された

主 な 議 案

議 会 の
平
成
十
九
年
第
三
回
鶴
田
町
議

会
定
例
会
が
、
九
月
六
日
か
ら
十

二
日
ま
で
の
会
期
七
日
間
で
開
か

れ
ま
し
た
。
議
案
十
六
件
、
報
告

一
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
議
決
（
可
決

十
六
件
）
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
お

よ
び
七
つ
の
特
別
会
計
の
平
成
十

八
年
度
決
算
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
で
は
特
別
会
計
の
決
算
額

を
紹
介
し
ま
す
。
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

【
特
別
会
計
】
と
は
？

特
定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
と
は
区
別
し
て
、
個

別
に
管
理
・
処
理
す
る
た
め
の
会

計
で
す
。

概
　
要

第
三
回
定
例
会

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

平成18年度決算報告（特別会計）

歳　入 歳　出 差引残額
2,233,207,912円 2,081,225,693円 151,982,219円

10.1％ 11.3％ △4.3％

歳　入 歳　出 差引残額
1,480,171,456円 1,454,655,457円 25,515,999円

1.0％ △0.8％ 7,228,228.3％

学校給食特別会計
歳　入 歳　出 差引残額

70,721,696円 70,721,260円 436円
△0.4％ △0.4％ 42.5％

土地取得特別会計
歳　入 歳　出 差引残額
49,157円 49,157円 0円
420.0％ 420.0％ ー％

財産区特別会計
歳　入 歳　出 差引残額

6,320,189円 940,442円 5,379,747円
△9.1％ △52.6％ 8.3％

財産区特別会計
歳　入 歳　出 差引残額

5,917,611円 1,938,264円 3,979,347円
△2.2％ 6.3％ △5.8％

介護保険特別会計
歳　入 歳　出 差引残額

1,283,824,528円 1,278,879,444円 4,945,084円
△89.1％ △88.9％ △98.2％

第1

第2

上段：決算額
下段：対前年度伸び率
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編
集
議
会
事
務
局

九
月
定
例
会
一
般
質
問
の

要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般

質
問

町
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

所
属
会
派

日
本
共
産
党

新
谷
賢
剛
議
員

１
未
舗
装
町
道
の
整
備
計
画
を
示
せ

答
弁
＝
町
長

鶴
田
町
の
幹
線
道
路
は
南
北
に
伸
び

る
国
道
３
３
９
号
バ
イ
パ
ス
を
中
心
と

し
て
、
東
西
に
伸
び
る
県
道
で
構
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
、
ま
た
町
中
心
部
の
都

市
計
画
道
路
県
道
鶴
田
停
車
場
線
が
整

備
さ
れ
、
昨
年
は
そ
れ
に
続
く
町
道
役

場
通
り
線
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
。
整

備
に
あ
た
り
町
の
特
色
を
出
し
た
街
灯

や
歩
道
に
は
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
御
影

石
に
模
し
た
石
版
や
、
鶴
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
、
さ
ら
に

は
車
止
め
に
交
通
安
全
標
語
や
朝
ご
は

ん
標
語
を
配
し
、
街
路
樹
に
は
桜
を
植

栽
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
の
桜
の
咲
く
こ

ろ
に
は
地
域
住
民
の
方
々
に
大
変
喜
ば

れ
、
道
路
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
も
こ

れ
か
ら
も
一
層
環
境
に
配
慮
し
た
道
路

を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。現

在
弘
前
柏
線
バ
イ
パ
ス
を
は
じ
め

と
し
て
県
道
山
田
鶴
田
線
の
整
備
や
板

柳
七
ツ
館
線
沖
地
区
の
狭
隘
箇
所
の
拡

幅
工
事
に
向
け
て
測
量
な
ど
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
主
要
幹
線
に
通
ず
る
道
路
は

わ
た
し
た
ち
が
通
勤
、
通
学
、
さ
ら
に

は
農
業
生
産
物
の
輸
送
施
設
と
し
て
地

域
の
活
力
や
自
立
を
図
る
上
で
も
、
道

路
と
し
て
の
社
会
資
本
整
備
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
の
未
舗
装
町
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
住
宅
立
地

区
域
な
ど
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
整

備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
十
三
年

四
月
一
日
現
在
の
町
道
延
長
約
十
九
万

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
52
・
７
％
に

当
た
る
約
十
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
舗
装

延
長
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
九
年

四
月
一
日
現
在
の
町
道
延
長
約
十
八
万

八
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
58
・

３
％
に
当
た
る
約
十
万
九
千
九
百
メ
ー

ト
ル
の
舗
装
延
長
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
間
差
し
引
き
約
九
千
九
百
メ
ー
ト
ル

を
整
備
し
た
事
に
な
り
ま
す
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
一
般
町
道
改
良

事
業
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
十
四
年
度

か
ら
平
成
十
八
年
度
に
か
け
て
三
十
八

路
線
、
延
長
約
六
千
四
百
メ
ー
ト
ル
を

整
備
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
九

年
度
か
ら
は
鶴
田
東
部
地
区
農
村
振
興

総
合
整
備
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
各

地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
町
道
十
一
路

線
約
三
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
七

年
度
か
ら
は
鶴
田
西
部
地
区
農
村
振
興

総
合
整
備
事
業
を
活
用
し
、
平
成
二
十

二
年
度
末
ま
で
に
、
九
路
線
約
四
千
二

百
メ
ー
ト
ル
を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
事
業
に
着
手
し
て
い
る
県
道
山
田

鶴
田
線
拡
幅
工
事
に
あ
た
り
、
沿
線
に

景
観
と
環
境
に
配
慮
し
た
花
木
な
ど
の

植
栽
を
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、整
備
に
あ
た
っ
て
は
国
、

県
の
高
率
の
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
相
対
的
な
町
の
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
妊
婦
健
診
に
つ
い
て

答
弁
＝
町
長

町
の
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
は
、
前
回

の
六
月
議
会
に
も
お
答
え
し
て
お
り
ま

す
が
、
課
税
世
帯
に
二
回
、
非
課
税
世

帯
に
は
四
回
、
そ
の
ほ
か
三
十
五
歳
以

上
の
妊
婦
に
は
、超
音
波
検
査
を
一
回
、

全
額
公
費
負
担
と
し
て
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

公
費
負
担
の
内
訳
と
し
て
は
、
妊
娠

八
週
間
前
後
の
一
回
目
の
健
診
は
五
千

五
百
二
十
円
、
二
回
目
以
降
は
四
千
六

百
八
十
円
、
超
音
波
検
査
は
五
千
三
百

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
妊
婦
健
康
診
査
の

公
費
負
担
の
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い

て
、
平
成
十
九
年
一
月
十
六
日
付
け
厚

生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
母

子
保
健
課
長
通
知
に
よ
る
と
、
妊
婦
が

受
け
る
べ
き
健
康
診
査
の
回
数
は
十
三

回
か
ら
十
四
回
、
公
費
負
担
に
つ
い
て

は
十
四
回
が
望
ま
し
い
と
し
、
最
低
で

も
五
回
の
公
費
負
担
が
原
則
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
九
年
度
地
方
財
政
措
置
で
、
妊
婦
健

康
診
査
も
含
め
た
少
子
化
対
策
に
つ
い

て
、
総
額
に
お
い
て
拡
充
さ
れ
た
と
す

る
も
の
の
補
助
金
等
の
予
算
措
置
は
な

く
、地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
、

五
回
以
上
の
公
費
負
担
を
実
施
す
る
県

内
の
市
町
村
は
、
六
月
時
点
で
の
六
市

妊
婦
健
診
に
つ
い
て
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町
村
か
ら
十
一
市
町
村
へ
と
増
え
て
は

い
る
も
の
の
、
五
回
以
上
実
施
の
市
町

村
は
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

市
町
村
の
内
訳
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
二
回
実
施
が
当
町
を
含
め
た
二
十

八
市
町
村
、
三
回
が
一
市
、
五
回
が
十

市
町
村
、
十
四
回
実
施
予
定
が
一
町
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

健
康
な
妊
娠
、
出
産
を
迎
え
る
た
め

に
は
、
妊
婦
健
康
診
査
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
な
か
で
新
た
な

一
般
財
源
の
確
保
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

国
・
県
に
対
し
て
は
、
財
源
の
裏
づ

け
と
な
る
補
助
金
等
を
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
町
単
独
で
の

公
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
県

内
市
町
村
の
状
況
、
そ
し
て
町
の
財
政

を
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

九
月
二
十
九
日
開
催
臨
時
議
会
で

新
副
町
長
に

山
本
一
郎
氏
を
選
任

略
歴
　
や
ま
も
と
い
ち
ろ
う
（
六
十
一
歳
・

元
県
職
員
）
二
〇
〇
六
年
三
月
、
西

北
地
方
農
林
水
産
事
務
所
普
及
指
導

室
副
室
長
を
最
後
に
定
年
退
職
。

退
職
後
、
住
民
と
話
し
合
う
機
会
が
増
え
、

雑
談
の
中
で
「
米
価
が
下
が
っ
て
農
業
所
得

の
向
上
が
難
し
い
。
農
業
の
将
来
に
展
望
が

持
て
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

農
業
は
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
農
業
の

衰
退
が
町
の
衰
退
に
つ
な
が
る
た
め
、
農
業

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
農

業
を
明
る
く
す
る
た
め
に
も
、
町
長
の
補
佐

役
と
し
て
誠
心
誠
意
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


